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１．学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

１）定員充足の見通し 

当初，保健学科に新たな専攻を設置する計画でアンケート調査を実施した。 

しかし，弘前大学内における検討の途中，新たな学科（心理支援科学科）を設置する方

向で検討を進めていくことにしたが，設置の趣旨は専攻設置を検討した当初と同じであ

るので，当初のアンケート調査結果を読み替えることで対応した。 

その結果は，次のとおりであった。 

平成 30 年６～８月，弘前大学医学部心理支援科学科の設置について，上述アドミッ

ションポリシーに基づき，入学を希望する学生を受け入れることを説明し，青森県内の

進学校，特に本学への進学校計 10 校の現在高校２年生のうち，各校文系 50 人・理系 50

人計 1,000 人にアンケート調査を実施，820 人（回答率 82%）から回答を得た。 

（資料１及び資料２） 

なお，平成 30 年６月，青森県臨床心理士会を通じて，社会人入学に関するアンケー

ト調査を実施したが，入学希望者は無かった。 

この結果を勘案すると，医学部心理支援科学科に設定する入学定員 10 人は，充足す

る見通しである。 

 

２）定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

医学部心理支援科学科設置に向けて，入学定員 10 人の充足の見込みを調べるため，

青森県内の進学校，特に本学への進学校計 10 校の現在高校２年生のうち，各校文系 50

人・理系 50 人計 1,000 人を対象にアンケート調査を実施し，820 人（回答率 82%）から

回答を得た。 

その結果は，次のとおりであった。 

 

① 心理支援科学科の設置への関心度を尋ねたところ，「関心を持った」及び「少し

関心を持った」が 614 人(76％)であり，関心度が高かった。 

 

② 心理支援科学科への進学の意向について尋ねたところ，「ぜひ進学したい」33 人

(４％)であり，本学が予定している入学定員を十分充足することが判った。 

 

③ 進学理由について尋ねたところ，「興味がある分野だから」74 人(44％)と一番高

く，「学べる内容やカリキュラムが良さそうであるから」28 人(17％)及び「将来就

く予定の職業や就職予定の企業・団体等に有利そうであるから」25 人(15％)が次に

高いことから，将来に向けた進学意欲が高かった。 

 

以上により，心理支援科学科は，設置の趣旨に沿って，入学定員を充足し学生を確保

する見通しがあることが示された。 

 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

現在，本学部学生に対して，本学の入学料・授業料免除制度（資料３），本学独自の

入学料免除制度「ゆめ応援プロジェクト」（資料４）並びに本学への寄附金を活用した

給付型奨学金制度の「岩谷元彰弘前大学育英基金」（資料５）及び「弘前大学基金「ト

ヨペット未来の青森県応援事業」（資料６）を活用し，本学部学生のうち，延べ 256 人

に対して 55,632 千円（平成 30 年度実績）の経済的支援を行っている。このほか，学生
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寮の寄宿料免除等による住居支援，また，本学の業務補助による経済支援制度の「ワー

クスタディ」などの学生支援を行い，学生確保に向けた取組を行っている（資料７）。 

 今後，さらに，保健学科心理支援科学専攻への入学を促すため，ホームページの活用

や進学説明会などを積極的に実施し，学生確保に向けた取組を行う。 

 

２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

医学部心理支援科学科は，心理学及び臨床心理学などの専門領域に関する知識と技能

に加え，医学及び保健医療分野などの基本領域に関する知識と技能，科学的思考力を有し，

こころの問題を感受し，その問題を解決できる能力や生命に対する高い倫理性と豊かな人

間性を有し，悩める人に寄り添い，心理支援職としての役割を通して地域住民の健康と福

祉に寄与し，社会に貢献する地域のリーダーとなる人材を養成することを目的とする。 

 

（２）社会的，地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

医学部心理支援科学科設置に向けて，平成 30 年 12 月に医学部保健学科卒業生の就職

先のうち，道南，青森県，岩手県北部及び秋田県北部の医療機関及び地方自治体の教育委

員会ほか関連機関など 144 機関にアンケート調査を実施し，69 機関（回答率 48%）から回

答が寄せられた。アンケート調査では，弘前大学の設置計画に対する評価，人材養成及び

採用計画など各機関のニーズを調査した。 

その結果を勘案すると，医学部心理支援科学科に設定する入学定員 10 人は，社会的，

地域的な人材需要の動向を踏まえたものであることが確認され，概ね客観的な考察に十分

に耐えるものと判断される。（資料８及び資料９） 

その結果は，次のとおりであった。 

 

① 心理支援科学科の設置について尋ねたところ，64 機関（93％）が評価できるとの

回答があった。 

 

② 将来の大学院修了者を含めて，心理支援科学科を卒業した者の採用の意向につい

て尋ねたところ，18 機関（28%）が採用に意欲的であった。 

内訳は，医療機関 13 機関，教育委員会３機関及び保健センター・保健所 2 機関で

あった。 

 

③ 毎年何人程度の採用予定があるのかについて尋ねたところ，9 機関から回答があり，

1～2 名 8 機関，3～4 名 1 機関，合計毎年 11～20 人程度の採用予定者数があること

を確認した。また，毎年，人数は未確定であるが採用を考える機関が 10 機関あり，

これを加えると十分な需要があった。 

なお，毎年採用予定人数があると回答した９機関は，次のとおりの状況であった 

ア 回答機関の内訳は，医療機関７機関，教育委員会１機関及び保健センター・保

健所１機関であった。 

イ 回答機関の地域別の内訳は，青森県内８機関（青森市２機関，弘前市２機関，

八戸市２機関，三沢市１機関，つがる市１機関），北海道函館市１機関であっ

た。 

 

④ 以上の状況を考察すると，地域の課題に示したとおり，青森県が，医療機関や教

育・福祉機関等に心理支援職が圧倒的に不足している現状を踏まえての人材需要の
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回答であると考えられる。 

 

⑤ 医療機関や教育機関の心理支援職を採用するための募集要項を確認すると臨床心

理士や公認心理師などの資格取得者を必要とする機関が多い状況である。 

この状況を考察すると，大学院修士課程を修了し，心理支援職の資格を取得した者

や心理支援職としてある程度の経験がある者を採用したい傾向があると考えられる。 

 今後，医学部心理支援科学科を卒業し，このあと設置される予定の大学院修士課程

を修了して，心理支援職の資格を取得する者への人材需要がより一層増えると考えら

れる。 

 

以上の状況をもとに社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえて考察した場合， 

現状においては入学定員 10 人が適切と判断した。 

 

以上のことから，心理支援科学科が養成する人材像は，社会的，地域的な人材需要の 

動向等を踏まえたものであることが判明した。 
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【資料２】
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